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キヌアは栽培植物か?
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キヌア (Chenopodium守uinoa)およびカニワ (Ch. pallidicaule)は，アカザ科に属する一年

牲の雑穀でアンデス言語絡をや心として古くから栽培されてきた。これらの雑穀は，種子の表面に植

物毒のサボニンをもって必り，強い管味成分のため毒妓きしなければ食用とならないれ一部地方

ではキヌアの耕地に見られる随伴雑主主も主義抜きして利用されている。…般に植物毒は栽培化の過程

で炎われる傾向があるが.今ヌアがこうした特徴を維持しているのは，サボニンが動物からの食答

を防ぐ役割を果たしているこどが示唆されたり一方，キヌアもフセニヮも，野雪主権物の特護主であると

される種子の脱落伎をともち，この点でもこれらの雑穀は聖子生磁の寺季語設をど依然として有している。こ

れは，キヌアやカニワがアンデス潟識で重要な食尽となってきた絞菜類の絵で，その重要性が低い

ため十分に栽培化が滋まなかったからであると考えられる。
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1はじめに

キヌア (Chenopodiumquinoα)はアカザ科に属する一年箪の雑穀で，南米のアン

デス高地を中心に栽培されている。栽培がほとんどアンデスに際られるため，設界的に

はほとんど知られることのないマイナーな栽培植物であるが，アンデスでは古くから重

要な食糧源として利用されて冬た(写真1)。たとえば インコ守護族の血合ひくインヵ.

jlルシラーソも，アンデスでは?治上になる作物で， 4j--ラ{トウモロコシ)に次いで
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